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1印刷脚刷蕪

　
松
代
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票

は
4
月
22
日
、
町
内
3
0
カ
所
の
投
票
所

に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
有
権
者
に
対
す
る
投
票
者
は

次
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
97
・
4
3
％

（
前
回
5
0
年
は
96
・
1
4
％
）
で
し
た
。

　
（
有
権
者
数
）

　
　
投
票
率

　
（
有
権
者
数
）

　
　
投
票
率

　
（
有
権
者
数
）

　
ま
た
、

男
　
投
票
者
数

女
　
投
票
者
数

計
　
投
票
者
数

二
、
五
七
七
名

二
、
六
五
〇
名

九
七
・
二
五
％

二
、
七
五
八
名

二
、
八
二
六
名

九
七
・
五
九
％

五
、
三
三
五
名

五
、
四
七
六
名

　
　
　
　
開
票
は
即
日
午
後
七
時
三
〇

分
か
ら
町
役
場
四
階
第
一
会
議
室
に
お

い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
候
補
者
別
の
得
票
は
次
の
と
お
り
で

す
。
再
選
1
0
名
新
当
選
1
2
名
で
し
た
。

町
議
会
議
員
選
挙
候
補
者
別
得
票

市
川
璋
次
　
当
選

関
谷
達
治
　
　
〃

石
野
英
二
　
　
〃

高
橋
紀
元
　
　
〃

池
田
利
八
　
　
”

村
山
寿
平
次
”

中
村
俊
正
　
　
〃

関
谷
太
平
　
　
〃

山
岸
昭
司
　
　
〃

小
山
　
茂
　
　
〃

富
沢
恭
松
　
　
〃

五
十
嵐
政
勝
〃

小
島
丑
蔵
　
　
〃

田
辺
弥
市
郎
〃

柳
　
幸
雄
　
　
〃

宮
沢
富
次
　
　
〃

村
山
義
郎
　
　
〃

室
岡
幹
男
　
　
〃

村
山
真
一
　
〃

若
井
俊
二
　
　
〃

柳
　
達
太
郎
〃

柳
　
政
喜
　
　
〃

小
堺
長
平
　
次
点

四
五
四
票

二
六
六
・
五
二
〇
票

二
六
五
票

二
六
一
面
示

二
五
八
票

二
五
八
票

二
五
二
票

二
四
五
・
四
七
九
票

二
四
二
票

二
三
五
票

二
三
四
票

二
三
二
票

二
三
〇
票

二
二
一
票

二
一
．
五
票

二
〇
一
票

二
九
三
票
・
、

一
八
五
票

一
八
三
票

一
八
○
票

一
七
九
票

一
七
五
票

一
三
八
票

　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
（



昭
和
馴
年
第
2
回
臨
時
会

　
改
選
後
初
の
招
集
で
あ
る
町
議
会
は

5
月
4
日
開
催
さ
れ
、
議
長
に
市
川
璋

次
氏
を
再
選
、
副
議
長
に
中
村
俊
正
氏

を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
の
主
な
案
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
町
議
会
議
長
選
挙
に
つ
い
て

　
議
長
選
挙
は
、
関
谷
太
平
臨
時
議
長

の
進
行
で
行
な
わ
れ
、
市
川
璋
次
議
員

が
得
票
数
1
9
票
で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

市
川
璋
次
議
員

柳
　
幸
雄
議
員

関
谷
太
平
議
員

白
票

19

票
1
票

1
票

1
票

◇
町
議
会
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て

　
中
村
俊
正
議
員
が
得
票
数
2
0
票
で
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
村
俊
正
議
員
　
　
2
0
票

　
村
山
義
郎
議
員
　
　
1
票

　
白
票
　
　
　
　
　
　
1
票

◇
東
頚
城
郡
一
．
」
み
処
理
施
設
組
合
議
会

　
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
（
一
名
）

　
議
長
の
市
川
璋
次
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

◇
常
任
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

　
次
の
と
お
り
の
委
員
会
構
成
と
な
り

ま
し
た
。
　
（
任
期
は
一
年
）

　
◎
印
　
委
員
長
　
○
印
　
副
委
員
長

《
総
務
文
教
常
任
委
員
会
》

◎
関
谷
　
達
治

○
柳
　
　
政
喜

　
室
岡
　
幹
男

《
社
会
常
任
委
員
会
》

田
辺
弥
市
郎

小
山
　
　
茂

市
川
　
璋
次

◎
村
山
　
義
郎

O
関
谷
　
太
平

　
宮
沢
　
富
次

《
建
設
常
任
委
員
会
》

◎
石
野
　
英
二

〇
柳
　
　
幸
雄

　
若
井
　
俊
二

小
島
　
丑
蔵

高
橋
　
紀
元

中
村
　
俊
正

五
十
嵐
政
勝

山
岸
　
昭
司

《
産
業
経
済
常
任
委
員
会
》

◎
富
沢
　
恭
松
　
　
村
山

○
村
山
寿
平
次
　
　
池
田

　
　
柳
　
達
太
郎

利真
ノ又一一

〔
報
告
事
項
〕

◇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

◎
昭
和
5
3
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
9
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
三
、
〇
五
一
万
三
千
円
を
減

額
し
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
二
億

三
、
九
九
四
万
三
千
円
と
専
決
処
分
し

た
こ
と
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
個
人
の
町
民
税
の
非
課
税
下
限
を
1
5

万
円
か
ら
1
6
万
円
に
改
め
ま
し
た
。

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
を
そ
れ
ぞ
れ
約

10

％
引
き
あ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

50

㏄
の
バ
イ
ク
は
七
〇
〇
円
、
9
0
㏄
の

バ
イ
ク
は
一
、
一
〇
〇
円
、
軽
自
動
車

（
四
輪
・
自
家
用
）
は
六
、
五
〇
〇
円

の
税
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
固
定
資
産
税
の
評
価
替
に

よ
る
資
産
増
を
調
整
す
る
た
め
の
条
例

を
改
正
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
．

◎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

．
正
に
つ
い
て
　
　
・
・
㌦
．

　
国
保
税
の
最
高
限
度
税
額
を
1
9
万
円

か
ら
羽
万
円
に
引
き
あ
げ
る
な
ど
の
条

例
改
正
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
松
代
町
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ

　
い
て

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、
富

沢
恭
松
議
員
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
松
代
町
消
防
委
員
の
選
任
同
意
に
つ

　
い
て

　
選
任
さ
れ
る
委
員
の
定
数
は
3
名
で

次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
野
英
二
議
員

　
小
山
　
茂
議
員

　
小
島
丑
蔵
議
員

◇
昭
和
54
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
号
）

　
既
定
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
九
五

九
万
九
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
二
一
億
九
五
九
万
九
千
円
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
県
の
委
託
に
よ
り
行
う

地
す
べ
り
災
害
復
旧
や
高
校
敷
地
工
事

に
係
る
も
の
で
す
。

◇
団
体
営
土
地
改
良
事
業
（
室
野
第
2

　
地
区
第
2
工
区
送
水
管
伏
設
工
事
）

　
の
契
約
に
っ
い
て

　
工
事
費
　
五
、
二
五
〇
万
円

　
請
負
者
　
室
野
建
設
・
南
雲
文
吉

　
工
　
期
　
二
五
〇
日

（
5
月
2
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た

も
の
で
す
。
）

◇
団
体
営
土
地
改
良
事
業
（
室
野
第
2

　
地
区
赤
坂
工
区
区
画
整
理
工
事
）
の

　
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
三
、
三
五
〇
万
円

　
請
負
者
　
室
野
建
設
・
南
雲
文
吉

　
工
　
期
　
二
五
〇
日

（
5
月
2
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た

も
の
で
す
。
）

町議会議員一般選挙

投票区別投票率
投票区 投票率 区　　　域

第　1 96．65％ 松代（新田を除く）

〃　2 99．10 蓬平

〃　3 96．55 清水・会沢

〃　4 100 桐山

〃　5 98．28 池尻

〃　6 98．97 小屋丸・池の畑

〃　7 100 下山

〃　8 100 海老・東山

〃　9 100 孟地

〃10 97．96 滝沢

〃11 97．06 田野倉・仙納

〃12 97．41 蒲生・小池

〃13 98．84 儀明

〃14 98．05 寺田・諏訪峠・石畑

〃15 99．03 あざみ平

〃16 97．78 田代

〃17 96．35 菅刈・田沢

〃18 95．19 福島

〃19 96．23 於良立・室野

〃20 93．27 木和田原

〃21 97．86 峠

〃22 99．59 千年

〃23 98．06 小荒戸・太平・新田

〃24 96．67 犬伏

〃25 99．12 苧島・中子

〃26 100 名平

〃27 92．86 濁

〃28 96．30 竹所

〃29 96．30 片桐山

〃30 94．44 小貫

町平均 97．43



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑬

旧
測
…

髄
　
、

　
肇
睾

　
自
分
の
体
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
お
仲
間
が
今
年
も
二
人
旅
先
で

死
亡
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
十
才
す
ぎ
た
ら
年
二
回
健
康
診
断

を
受
け
る
の
が
理
想
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
っ
た
一
回
の
検
診
の
機
会
で

す
。
今
年
も
左
記
に
よ
り
出
稼
検
診
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

・
六
月
十
一
日
　
山
平
地
区

・
六
月
十
二
日
　
松
代
地
区

・
六
月
十
三
日
　
松
代
地
区

・
六
月
十
四
日

午
前
　
峰
方
地
区

午
後
　
伊
沢
地
区

・
六
月
十
五
日
　
奴
奈
川
地
区
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個
人
通
知
も
出
し
ま
す
が
、
仕
事
を

や
り
く
り
し
て
必
ず
受
け
て
下
さ
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
五
十
三
年
の
死
亡
原
因
は
二
月
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
、
ガ
ン
の
死
亡
に
つ
い
て
も
う

一
度
ふ
り
返
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
成
人
病
死
亡
は
全
死
亡
86
人
の

う
ち
6
5
人
で
7
5
％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

65

人
中
7
0
才
ま
で
に
23
人
も
な
く
な
り

し
か
も
1
9
人
が
男
の
人
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
4
0
代
～
6
0
代
の
働
き
盛
り
の
大
切
な

人
が
亡
く
な
る
こ
と
は
、
御
家
族
は
勿

論
社
会
的
に
も
大
き
な
悲
し
み
と
損
失

で
す
。

　
受
診
率
は
出
稼
循
環
器
検
診
は
9
0
％

と
東
頚
城
で
も
一
番
良
い
の
で
す
。
胃

ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
検
診
は
申
込
み
に
よ

っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ガ
ン
年
令

と
い
わ
れ
る
4
0
才
～
6
4
才
ま
で
で
21
彩

と
非
常
に
低
率
で
す
。

　
検
診
結
果
に
よ
っ
て
治
療
を
つ
穿
け

た
り
、
定
期
検
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
死
亡
を
少
く
し
、
病
気
が
出
る
年

令
を
引
き
の
ば
す
事
も
出
来
ま
す
。
又
、

検
診
の
時
点
で
異
常
な
し
と
い
わ
れ
て

も
、
そ
の
翌
日
か
ら
病
気
が
始
ま
る
か

も
分
り
ま
せ
ん
。
七
月
に
は
循
環
器
検

診
が
、
八
月
に
は
胃
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン

検
診
が
あ
り
ま
す
。
出
稼
検
診
に
つ
穿

い
て
ど
の
検
診
も
受
け
て
下
さ
い
。

　
検
診
を
う
け
る
と
共
に
大
切
な
事
は

毎
日
三
度
の
食
事
で
す
。
三
月
の
公
報

に
食
生
活
改
善
の
記
事
も
出
て
い
ま
す

が
、
塩
分
を
へ
ら
し
て
色
々
な
食
品
を

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
特
に
心
電
図
に
異
常
の
あ
る
人
は
、

煙
草
を
へ
ら
す
こ
と
、
肥
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

行
政
相
談
員
に
佐
藤
秀
雄
氏
再
任

　
日
頃
、
お
役
所
仕
事
の
こ
と
で
納
得

で
き
な
い
こ
と
や
、
ど
う
に
か
し
て
も

ら
い
た
い
こ
と
、
ど
う
し
て
良
い
か
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
相
談
し
た
い
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
行
政
相
談
員
の

制
度
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

カ
．
．
．
．
．
．
．
．
．
じ
．
．

　
こ
の
度
、
少
林
寺
の
ご
住
職
・
佐
藤

秀
雄
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
ん
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
自
宅
で

や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
下

さ
い
。

　
尚
、
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
毎
週
金
曜
日
午
前
9
時
～
1
1

時
3
0
分
の
間
に
少
林
寺
へ
お
出
か
け
下

さ
れ
ば
、
他
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

灘
簸
叢
羅
購
灘
欝
灘

韓
蓉
躰
蓉

蓉
韓
韓
韓

韓
躰
拳
韓

〃
●を入加に金年民国齪20

2
オ鍾

羅
驚

）
）
　
　
　
）
）
　
　
　
）
）
　
　
　
）
）
　
　
　
）
）
　
　
　
）
）
　
　
　
）
）

と、て

傷
孝
諒

⑬

　
成
人
と
な
っ
て
大
人
の
仲
間
入
り
す

る
と
、
多
く
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と

同
時
に
義
務
や
責
任
も
課
せ
ら
れ
ま
す

が
、
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ

の
一
つ
で
す
。
わ
が
国
で
は
原
則
と
し

て
だ
れ
も
が
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、

各
種
共
済
組
合
な
ど
、
公
的
年
金
制
度

の
い
ず
れ
か
に
加
入
す
る
「
国
民
皆
年

金
」
の
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
は
会
社
や
工
場
、

官
庁
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
お
よ
び
そ

の
配
偶
者
、
あ
る
い
は
昼
間
部
の
大
学

生
を
除
い
た
二
十
才
か
ら
五
十
九
才
ま

で
の
人
が
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
若
い
人
た
ち
に

　
　
　
　

と
っ
て
　
老
後
の
こ
と
　
な
ど
は
遠
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

将
来
の
こ
と
と
考
え
る
の
も
、
若
さ
あ

ふ
れ
る
こ
ろ
と
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ

も
無
理
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
国
民
年
金
は
老
後
の
所
得
保
障
と

し
て
の
老
令
年
金
ば
か
り
で
な
く
、
永

い
人
生
の
途
中
に
お
け
る
不
幸
な
出
来

事
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
と

え
ば
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
は
障
害
年
金
、
一
家
の
働
き
手

で
あ
る
ご
主
人
が
亡
く
な
り
母
子
家
庭

に
な
っ
た
と
き
に
は
母
子
年
金
、
そ
の

ほ
か
遺
児
年
金
や
寡
婦
年
金
な
ど
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も

国
民
年
金
が
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
果

す
役
割
に
つ
い
て
十
分
ご
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
た

日
に
年
金
手
帳
を
手
に
し
て
将
来
の
生

活
設
計
を
し
て
み
る
の
も
意
義
あ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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たCナく大き

　五月晴れの5月10日、町の成人式が45名
の新成人を迎え町総合センターを会場に行なわ

れました。

　式は午前10時から行なわれ、島田公民館長

のあいさつ、秋山町長、市川議会議長ほか来賓

よりそれぞれお祝いの言葉があり、成人者を代

表して、柳裕子さんの誓いの言葉がありました

式典後、記念撮影、会食と続き楽しいお祝いの

時をすごしました。
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■
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■
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●
　
■
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二
十
歳
お
め
で
と
う

　
ま
わ
り
の
人
々
に
温
か
く
見
守
ら
れ

て
育
っ
た
二
〇
年
Q
…
…
…

　
い
ま
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
新
し

い
権
利
を
得
て
大
き
く
は
ば
た
こ
う
と

し
て
い
る
新
成
人
の
み
な
さ
ん
。
…
…

　
二
〇
歳
。
成
人
式
。
長
い
人
生
の
中

で
二
度
と
か
え
ら
な
い
こ
の
時
は
、
人

生
の
ふ
し
目
で
も
何
か
た
い
せ
つ
な
時

期
に
思
え
ま
す
。

　
「
し
ら
け
」
と
か
「
無
気
力
」
と
か

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
否
定
的
に
語
ら
れ

が
ち
な
現
代
の
若
者
た
ち
。
し
か
し
、

そ
の
若
者
た
ち
の
中
に
は
、
　
「
何
か
自

分
で
や
っ
て
み
た
い
。
何
か
や
る
こ
と

で
大
人
に
な
っ
て
い
く
自
分
を
み
つ
け

た
い
。
」
と
、
真
剣
に
と
り
く
ん
で
い

る
若
人
が
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
自
分
た
ち
の
社
会
的
視

野
を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
各

地
に
も
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
歳
の
ふ
し
目
に
立
つ
若
人
の
み

な
さ
ん
。
大
き
く
は
ば
た
き
、
前
進
し

て
下
さ
い
。



笑
顔
が
み
な
ぎ
る
家
庭
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
近
年
、
子
ど
も
の
家
事
労
働
の
参
加

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
一

度
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
つ
ら
さ
に
た
え
る
力
、
家
族
の
一
員

と
し
て
の
責
任
感
、
親
と
子
の
心
の
ふ

れ
あ
い
を
育
て
、
子
ど
も
の
人
格
形
成

に
役
立
つ
面
が
大
き
い
の
で
す
。

夢

「ぜんまいもみ」

ま
た
い
つ
も
の
よ
う
に
、

ん
が
山
菜
取
り
に
出
か
け
た
。

き
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
勉
強
が
い
そ
が

し
く
て
と
て
も
山
に
は
行
け
な
い
。

　
昼
近
く
な
っ
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

つ
か
れ
た
顔
を
し
な
が
ら
帰
っ
て
来
た
。

す
る
と
「
光
代
、
小
百
合
］
と
い
う
大

き
な
声
が
し
た
。
ま
た
山
菜
を
分
け
る

の
に
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
で
も
、
私

は
大
す
き
だ
。
分
け
る
の
が
終
わ
る
と

大
き
な
な
べ
で
ぜ
ん
ま
い
を
ゆ
で
始
め

た
。
ゆ
で
あ
が
る
ま
で
私
は
、
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
。
　
「
グ
ツ
グ
ツ
］
ゆ
で
あ

が
っ
た
。
で
も
次
に
や
る
仕
事
は
、
大

き
ら
い
だ
。
そ
れ
は
、
ぜ
ん
ま
い
の
わ

た
取
り
だ
。
お
湯
か
ら
出
し
た
ば
か
り

の
を
む
く
の
で
と
て
も
熱
い
。
だ
か
ら

き
ら
い
だ
。
全
部
取
り
終
わ
る
と
、
ト

タ
ン
の
上
に
ひ
ろ
げ
、
か
わ
く
ま
で
ひ

ろ
げ
て
お
い
た
。

　
夕
方
近
く
に
な
り
ぜ
ん
ま
い
も
み
を

始
め
た
。
私
は
、
手
が
小
さ
い
の
か
は

じ
か
ら
こ
ぼ
れ
て
な
か
な
か
ま
る
く
ま

る
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
で
も
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
と
く
い
そ
う
に
ど
ん
ど
ん

出
来
て
い
く
。
私
が
一
つ
や
る
の
に
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
三
つ
ぐ
ら
い
も
や
っ
て

し
ま
う
。
た
ま
に
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
「
へ

た
く
そ
］
と
バ
カ
に
す
る
。
私
は
、
「
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
方
が
長
生
き
し
て
い
る
ん

だ
か
ら
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
］
と
つ

い
言
っ
て
し
ま
う
。

　
い
つ
か
き
っ
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
よ
り
う

ま
く
な
る
ん
だ
ぞ
、
と
私
は
も
み
な
が

ら
い
う
も
思
う
。

　
　
合

　
　
百

　
年
卜

　
6
ノ

小
井

水
金

　
清

ば
あ
ち
ゃ

　
私
も
行

勲
わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

お
父
さ
ん
の
か
い
も
の
真
也

儀
明
の
人
の
手
伝
い
　
一
則

か
い
も
の
　
　
　
　
　
広
道

茶
わ
ん
の
後
か
た
づ
け
孝
幸

　
お
父
さ
ん
の
手
伝
い
貴
子

　
洋
服
の
か
た
づ
け
み
ど
り

　
妹
の
子
守
り
　
　
　
智
子

　
ほ
う
き
そ
う
じ
　
　
祐
子

　
風
の
母
さ
ん
の
看
病
真
弓

　
か
い
も
の
　
　
　
　
友
美

　
妹
の
子
守
り
　
　
　
和
子

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

わ
た
し
は
、

し
た

お
茶
わ
ん
あ
ら
い
　
佳
子

お
茶
を
入
れ
る
　
奈
穂
子

あ
ん
ま
を
し
た
　
　
美
加

は
し
を
く
ば
る
　
　
綾
子

茶
わ
ん
あ
ら
い
　
　
夏
子

赤
ち
ゃ
ん
の
子
守
り
由
紀
子

き
び
の
種
ま
き
　
　
佳
子

せ
ん
た
く
た
た
み
　
美
華

結
婚
式
の
迎
え
女
を
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫

　
　
　
　
1「家の手伝し

松代中2年
秋山久美子

　
「
う
わ
あ
っ
、
お
い
し
そ
う
だ
な
凶

山
の
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
両
親
が
口

を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
し
た
。
側
に
い
た

祖
母
が
に
こ
に
こ
し
て
、

「
久
美
子
が
作
っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
凶

と
父
母
に
向
か
っ
て
話
し
ま
し
た
。

　
雨
の
休
日
、
普
通
な
ら
山
仕
事
の
手

伝
い
を
す
る
の
で
す
が
、
雨
の
日
と
い

う
こ
と
で
家
の
中
の
手
伝
い
を
し
た
」

日
で
し
た
。
家
の
中
で
の
私
の
仕
事
は

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
へ
や
の
掃
除
と

洗
濯
や
食
事
の
準
備
で
す
。
次
々
と
掃

除
を
進
め
て
い
く
と
、
祖
母
が
盛
ん
に

ほ
め
て
く
れ
ま
す
。
つ
い
調
子
に
の
っ

て
特
別
に
丹
念
に
掃
除
を
す
ま
せ
、
夕

食
の
献
立
を
考
え
は
じ
め
ま
し
た
。

　
両
親
は
疲
れ
て
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う

か
ら
と
、
母
の
大
好
物
の
サ
ラ
ダ
と
フ

ラ
イ
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
料
理

は
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

家
族
の
み
ん
な
の
た
め
に
腕
に
よ
り
を

か
け
て
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
材
料
を
買

い
整
え
、
五
時
半
ご
ろ
か
ら
食
事
準
備

で
す
。
き
ょ
う
は
と
っ
て
も
よ
く
料
理

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
満
足
し
な
が

ら
テ
ー
ブ
ル
に
な
ら
べ
て
、
父
母
の
帰

り
を
待
ち
ま
し
た
。
祖
父
は
目
を
ま
る

く
し
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
夕
食
の
と
き
、
み
ん
な
の
顔
色
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
母
が
私
の

方
へ
顔
を
寄
せ
て
「
お
い
し
い
よ
］
と

言
い
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
ご
ち
そ

う
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。
今
ま
で
は
言
い
つ
け
ら
れ
て

や
っ
と
で
す
る
仕
事
。
き
ょ
う
は
自
ら

進
ん
で
や
っ
た
の
で
気
分
が
よ
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



「松代町

造林組合」を

松
代
町
造
林
組
合
は
、

こ：存知ですか。

年
に
設
立
し
組
合
員
五
十
九
名
、

班
員
三
十
四
名
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

事
業
の
内
容
は
、
造
林
・
造
林
作
業

路
の
開
設
、
あ
る
い
は
雪
起
し
、
下
刈

枝
打
等
で
す
。
皆
様
方
が
自
分
で
造
林

等
が
で
き
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
造

林
組
合
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
申
込
先
　
松
代
町
役
場
産
業
課
内

　
造
林
組
合
に

　
　
　
委
託
ず
る
植
林

◎
面
積
3
反
歩
以
上

　
　
但
し
、
3
反
歩
以
下
は
、
一
般
造

　
林
の
補
助
金
に
な
る
。

◎
植
栽
樹
種
及
び
本
数

　
。
杉
・
キ
ワ
ダ
・
エ
ン
ジ
ュ
等

昭
和
五
十
二

　
　
　
労
務

　
　
㎞
当
た
り
二
、
○
○
○
本
以
上

　
。
桐

　
　
㎞
当
た
り
二
〇
〇
本
以
上

◎
補
助
金

　
。
一
般
造
林
よ
り
優
遇

　
。
㎞
当
り
林
転
（
五
十
三
年
秋
期
の
場
合
）

　
　
一
般
造
林
二
九
八
、
O
O
O
円

　
　
（
個
人
で
植
え
た
場
合
）

　
　
受
託
造
林
三
八
七
、
八
○
○
円

　
　
（
組
合
へ
委
託
し
た
場
合
）

◎
優
偶
措
置

　
二
～
六
年
目
ま
で
下
刈
、
二
～
十
年

目
ま
で
雪
起
し
に
補
助
金
が
で
ま
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
目
松
代
太
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
月
π
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
月
蟄
日

　
6
月
1
7
日
（
第
3
日
曜
）
・
6
月
2
4

日
に
開
催
さ
れ
る
第
1
5
回
県
民
ス
ポ
ー

ツ
の
日
松
代
大
会
の
大
会
実
施
種
目
・

日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
6
月
1
7
日
◇

▲
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
会
場
　
松
代
高
・
松
代
小
体
育
館

　
開
会
式
は
8
時
3
0
分
か
ら

　
　
会
場
　
松
代
高
校
体
育
館

　
閉
会
式
は
午
後
4
時
か
ら

　
　
会
場
　
松
代
高
校
体
育
館

（
第
三
日
曜
日

（
第
四
日
曜
日
）、匂ノ

◇
6
月
24
日
◇

▲
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
会
場
　
松
代
小
学
校
体
育
館

▲
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
（
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般
）

　
　
会
場
　
松
代
高
校
体
育
館

▲
卓
球
　
　
（
中
・
高
校
生
・
一
般
）

　
　
会
場
　
松
代
高
校
格
技
場

　
開
会
式
は
8
時
3
0
分
か
ら

　
　
会
場
　
松
代
小
学
校
体
育
館

　
開
会
式
は
各
会
場
ご
と
に
競
技
終
了

　
し
だ
い
行
な
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

（6）

四
月
受
付
分
（
受
付
順
）

霞
つ
こ
ん
敷
園

お
め
で
ζ
つ
鍋
椥

小
川
敏
春
・
梅
島
政
子

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
　
釜
田
住
宅

山
岸
利
男
・
鈴
木
多
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
松
野
屋

武
田
芳
夫
・
佐
藤
代
枝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
千
年
　
栄
や

離験　
　
　
　
父
　
誠

相
沢
め
ぐ
み
　
　
　
二
女
　
太
平
角
屋

　
　
　
　
母
タ
ッ
子

　
　
　
　
父
純
一

小
堺
淳
史
　
　
　
三
男
　
蓬
平
　
五
善

　
　
　
　
母
宮
子

　
　
　
　
父
　
隆

藤
尾
ま
み
　
　
　
長
女
　
松
代

　
　
　
　
母
和
子
　
　
　
善
宗
塚
住
宅

　
　
　
　
父
重
行

中
村
優
香
　
　
　
二
女
　
室
野
駐
在
所

　
　
　
　
母
留
美
子

　
　
　
　
父
博

若
井
邦
明
　
　
　
二
男
　
蓬
平
藤
見
屋

　
　
　
　
母
つ
き
子

　
　
　
　
父
陽
一

井
上
千
春
　
　
　
長
女
　
寺
田
横
手

　
　
　
　
母
和
子

　
　
　
　
父
彦
市

米
持
泉
　

長
女
室
野
彦
ぜ
ん

　
　
　
　
母
恵
子

佐
藤
政
雄
　
五
七
才
　
室
野
　
沖

小
堺
與
平
　
五
一
才

若
山
新
吉
　
七
五
才

樋
ロ
キ
ク
ノ
七
二
才

古
島
ヨ
ミ
　
七
二
才

中
條
正
江
　
四
二
才

小
堺
由
一
　
五
三
才

室竹室松室蓬
野所野代野平

日
本
橋

新
ぜ
ん

風
月
堂

古
島
屋

前隠
居
屋

一人ロのうこき一

　　5月1日現在
世帯数1，922（＋2）

人口男3．697（一17）

　女3．747（＋5）

　計7，444←12）

死亡　7

転出61
減計68・

出生　7

転入49

増計56
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墜
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、

芸支

嵐鮎
軋

ヤ
い

態…μ

歌
の
く
ず
か
ご
よ
り

　
　
　
　
下
山
　
古
　
稀
　
老

出
稼
ぎ
の
帰
り
迎
え
し
故
郷
は

　
　
　
山
青
く
笑
み
川
は
せ
＼
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

出
稼
ぎ
の
ぶ
じ
に
戻
り
て
夕
餉
食
す

　
　
　
風
呂
に
浸
り
て
歌
つ
く
ら
ま
し

　
　
　
つ
　
ま

難
聴
の
老
妻
と
言
交
は
し
歯
痒
ゆ
く
て

　
　
　
睨
み
い
さ
か
い
最
後
笑
へ
つ

の
お
願
い

米
余
る
現
し
代
な
れ
ど
生
れ
も
ち
し

　
　
　
甥
勤
捨
て
て
代
へ
る
に
術
な
し

圖　
　
”
五
月
晴
”

　
　
　
　
　
松
代
　
常
　
　
仙

新
緑
の
お
か
と
び
の
高
く
舞
い

ほ
と
と
ぎ
す
五
月
の
暗
夜
を
な
き
明
し

目
に
青
葉
又
目
に
青
葉
日
和
よ
し

よ
き
な
が
め
町
並
の
ぼ
り
こ
こ
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
を
の

鯉
の
ぼ
り
立
て
男
の
子
の
あ
る
し
る
し

▲
救
急
車
を
呼
ぶ
時
の
注
意
▲

　
一
一
九
番
で
次
の
こ
と
を
は
っ
き
り

言
っ
て
下
さ
い
。

一
、
　
事
故
の
あ
ら
ま
し
と
、
け
が
の
程

　
度
や
症
状

二
、
　
傷
病
者
の
数
、
氏
名
、
男
女
別
、

　
年
令
等

三
、
　
場
所
（
部
落
名
・
屋
号
・
目
標
と

　
な
る
も
の
・
電
話
番
号
等
）

四
、
　
病
院
手
配
の
有
無
（
か
か
り
つ
け

　
の
医
師
等
）

五
、
　
通
報
者
の
氏
名

※
救
急
車
は
緊
急
用
で
す
。
軽
い
け
が

　
や
病
気
、
正
常
出
産
、
酔
っ
ぱ
ら
い

　
等
は
、
救
急
者
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

植
え
方
に
て
植
え
面
積
を
拡
げ
よ
と

　
　
　
言
え
し
故
人
に
減
反
を
告
ぐ

う
ら
ぶ
れ
て
庭
に
惇
つ
身
を
春
風
は

　
　
　
名
の
み
冷
た
く
頬
削
り
ゆ
く

年
と
り
て
月
日
に
ゆ
と
り
希
う
身
に

　
　
　
流
る
＼
速
さ
押
へ
が
た
し
も

体
調
を
く
ず
し
部
屋
に
こ
も
り
居
て

　
　
　
吾
が
半
生
の
年
誌
繕
く

小
病
み
し
て
春
日
め
く
と
き
う
ら
＼
日
を

　
　
　
ク
レ
マ
チ
ス
の
蔓
整
へ
に
け
り

◇
こ
存
じ
で
す
か

　
　
じ
ょ
う
ず
な
電
話
の

　
　
　
　
か
け
方
・
う
け
方

◎
　
電
話
に
イ
ラ
イ
ラ
、
セ
ッ
カ
チ
は

　
禁
物

　
呼
出
し
音
は
四
～
五
回
で
セ
ッ
カ
チ

に
切
ら
ず
、
十
回
程
度
は
聞
く
余
裕
が

ほ
し
い
も
の
。

　
相
手
は
、
電
話
機
の
そ
ば
ま
で
き
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
　
相
手
の
つ
ご
う
を
聞
い
て
か
ら
話

す
。

　
電
話
を
か
け
て
、
相
手
が
面
談
中
と

か
、
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
気
配
が
し

た
ら
、
許
し
を
得
て
話
す
の
が
エ
チ
ケ

昭和53年搬送患者傷病程度別表（松代分遣所管内）

で
ん
わ

　
　
（
七
）

二
三
一
〇

　　区分
事故種男1

合計 死亡 重症 中等症 軽症
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

計 83 44 、1 1 36 20 28 10 18 13 26

交　　　　通 18 6 1 6 1 3 9 4 2
労働災害 2 1 1 2
運動競技 1 1
一般負傷 12 2 4 1 3 5 1
自損行為 1 1
急　　　　病 26 20 12 8 10 5 4 7 5
転院搬送 20 11 1 11 7 8 3 1 17

医師搬送 2
そ　　の　他 4 4 2 2 2 2

ツ
ト
o

　
内
容
も
テ
キ
パ
キ
と
要
領
よ
く
話
す

こ
と
で
す
、

　
食
事
中
と
か
、
仕
事
の
多
忙
な
時
間

な
ど
の
よ
う
に
、
相
手
の
迷
惑
に
な
る

時
間
帯
は
さ
け
る
べ
き
で
す
。

◎
　
相
手
が
目
の
前
に
い
る
気
持
で

　
相
手
に
姿
が
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
行
儀
の
悪
い
格
好
や
態
度
で
電
話

し
て
い
る
と
、
そ
の
ま
ま
先
方
に
伝
わ

る
も
の
。

　
相
手
が
目
の
前
に
い
る
気
持
ち
で
電

話
す
れ
ば
、
声
の
調
子
で
あ
な
た
の
誠

意
が
相
手
に
通
じ
ま
す
。

◎
　
途
中
で
切
れ
た
ら
か
け
た
方
か
ら

　
か
け
直
す

　
万
一
、
話
し
中
に
電
話
が
切
れ
た
場

合
、
か
け
た
方
か
ら
か
け
直
し
、
相
手

が
出
た
ら
「
切
れ
た
よ
う
で
す
ね
」
と

ひ
と
こ
と
あ
い
さ
つ
。

　
受
け
た
方
が
し
ば
ら
く
待
つ
の
が
ル

ー
ル
で
す
。

◎
　
メ
モ
を
と
る
習
慣
を
つ
け
る
。

　
電
話
の
弱
点
は
、
記
録
性
の
な
い
こ

と
。　

そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
メ
モ
が
絶

対
に
必
要
で
す
。

言
っ
た
言
わ
な
い
で
、
あ
と
あ
と
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
、
水
か
け
論
に
な
る
こ
と

が
ふ
せ
げ
ま
す
。

◎
　
と
り
つ
ぎ
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

　
電
話
を
と
り
つ
ぐ
場
合
、
話
し
の
要

点
を
伝
え
て
か
ら
か
わ
り
ま
し
ょ
う
。

（7）



、（8）

　
東
頚
城
郡
交
通
安
全
協
会
二
輪
車
部

会
で
は
、
初
心
者
の
皆
様
に
正
し
い
運

転
技
術
と
知
識
、
そ
れ
に
安
全
運
転
の

ル
ー
ル
を
充
分
習
得
し
て
い
た
だ
く
為

に
、
毎
月
第
3
土
曜
日
（
四
月
か
ら
十

月
ま
で
）
に
『
原
付
車
安
全
運
転
実
技

講
習
会
』
を
開
催
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
恐
し
い
事
故
に
あ
わ
な
い
、
ま
た
起

さ
な
い
た
め
に
、
必
ず
受
講
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
二
輪
車

販
売
店
の
指
導
員
に
お
た
づ
ね
下
さ
い
。

　
東
頚
城
郡
内
の
若
者
が
一
同
に
集
ま

り
行
な
わ
れ
る
郡
青
年
大
会
が
、
当
町

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
郡
青
年
大
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
、
町
民
皆
様
方
の
暖
か
い
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
あ
す
の
松
代
町
を
背
負
っ
て
立
つ
若

者
達
の
力
強
い
活
躍
に
ご
声
援
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
郡
青
年
大
会
の
日

程
等
に
つ
き
ま
し
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。6

月
3
日
（
第
一
日
曜
日
）

野
球
．
（
旧
松
代
中
グ
ラ
ン
ド
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
」
（
松
代
高
体
育
館
）
ー

女
子
バ
レ
．
1
（
松
代
小
や
高
体
育
館
）

バ
ド
ミ
シ
ト
ン
・
（
松
代
高
体
育
館
）

卓
球
、
（
松
代
高
柔
剣
道
場
Y

7
月
1
目
（
第
一
日
曜
目
）

陸
上
（
松
代
高
グ
ラ
ン
ド
）

混
合
バ
レ
ー
（
松
代
小
・
松
代
高
体
育

　
　
　
　
　
　
館
）

剣
道
く
松
代
高
柔
剣
道
場
）

松
代
町
連
合
青
年
団
長

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
孝
雄

　
　
　
東
頚
城
郡
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
二
輪
車
部
会

　
　
　
　
東
部
地
区
指
導
員
会

？
・
？
・
？
・
9
・
？
・
？
・
9
・
？
・
？
・
？
・
？
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・
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？
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？
？
？

鷲
身
体
障
害
者
の
方
へ
n

”
青
い
鳥
は
が
き
”

　
　
　
　
　
　
　
　
を
贈
呈

　
郵
政
省
は
身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運

動
に
ち
な
み
、
特
別
な
意
匠
（
は
が
き

の
切
手
に
相
当
す
る
部
分
が
“
青
い
鳥
”
）

の
二
十
円
郵
便
は
が
き
を
四
月
二
十
日

か
ら
発
売
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
身
体

障
害
者
（
一
級
及
び
二
級
で
四
月
一
日

現
在
満
六
歳
以
上
）
の
方
へ
は
お
申
出

に
よ
り
一
人
二
十
枚
を
無
料
で
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
の
方
で
こ
の
は
が
き
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
郵
便
局

へ
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

9
γ
●
，
3
8
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曹
看
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サ
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菅
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お
便
り

　
書
い
て
い
ま
す
か

　
　
　
毎
月
二
十
三
日
は

　
　
　
　
「
ふ
み
の
日
」
で
す

　
郵
政
省
で
は
、
毎
月
二
十
三
日
を
「
ふ

み
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
契
機
と

し
て
手
紙
を
書
い
て
い
た
だ
く
運
動
を

全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
み
の
日
」
は
、
国
民
の
み
な
さ

ま
に
手
紙
を
大
い
に
書
い
て
い
た
だ
き
、

同
時
に
手
紙
文
化
・
文
字
文
化
の
見
直

し
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
一
助
に
も
な

れ
ば
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。

　
「
ふ
み
の
日
」
を
よ
す
が
と
し
て
、

広
く
み
な
さ
ま
に
手
紙
を
書
い
て
い
た

だ
く
よ
う
お
勧
め
し
、
そ
れ
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
中
に
も
の

を
書
く
習
慣
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と

に
少
し
で
も
役
立
る
と
と
も
に
、
人
と

人
と
の
心
の
交
流
を
盛
ん
に
し
た
い
と

い
う
願
い
を
こ
め
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
お
便
り
で
。
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窓
口
営
業
時
問
に
つ
い
て
1
松
代
電
報
電
話
局
ー

　
次
の
と
お
り
変
り
ま
し
た
の
で
、
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

（
窓
口
営
業
時
間
）

o
　
平
日
　
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で

o
　
土
曜
　
九
時
か
ら
正
午
ま
で

　
な
お
、
電
話
に
よ
る
申
込
み
の
受
付

等
は
、
従
来
ど
お
り
（
平
日
は
八
時
三

十
分
か
ら
十
七
時
ま
で
、
土
曜
日
は
八

時
三
十
分
か
ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
）

と
し
ま
す
。

　
ま
た
窓
口
に
お
け
る
電
報
受
付
時
間

は
窓
口
営
業
時
間
と
同
じ
で
す
。

2
グ
ラ
ム
以
上
の

　
蚕
を
飼
つ
て

　
　
　
温
泉
旅
行
を

　
　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
上
越
蚕
業
指
導
所

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
指
導
所

　
今
は
、
昔
と
違
っ
て
蚕
の
飼
い
方
も

非
常
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。
家
の
中
で

の
棚
飼
い
か
ら
、
母
屋
の
下
屋
を
利
用

し
た
り
、
昔
の
「
い
も
床
」
づ
く
り
の

よ
う
に
周
り
を
囲
い
、
簡
単
な
屋
根
を

か
け
、
板
条
を
切
っ
て
そ
の
ま
ま
一
日

二
回
給
桑
す
る
だ
け
で
す
み
ま
す
。

　
温
泉
旅
行
を
目
的
に
、
趣
味
と
実
益

の
「
ニ
グ
ラ
ム
養
蚕
」
に
ア
タ
ッ
ク
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
ニ
グ
ラ
ム
養
蚕
の
目
的

　
近
く
の
遊
休
桑
園
、
く
ろ
桑
な
ど
を

利
用
し
て
好
き
な
蚕
期
に
ニ
グ
ラ
ム
以

上
の
蚕
を
飼
っ
て
下
さ
い
。
昨
年
の
繭

価
が
約
二
、
三
〇
〇
円
で
し
た
の
で
、

ニ
グ
ラ
ム
で
約
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
繭
を

と
る
と
一
三
、
八
○
○
円
の
繭
代
金
に

な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
積
立
て
て
お

い
て
秋
に
は
皆
ん
な
で
一
泊
二
日
の
温

泉
旅
行
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
お
問
い
合
せ
は
、
上
越
蚕
業

指
導
所
松
代
指
導
所
及
び
松
代
農
協
へ

お
願
い
致
し
ま
す
。


